












1943 年 Kannerl)の報告以来,自閉症は疾患単位(症候群)としての他位は確立されており,

本態および発症機序についての多くの研究がなされている。本症の睡眠については,Ornitz

ら 2・3)は REM 睡眠期の相性機構に異常があると結論している。また瀬川 4)は本症には概

日リズムの形成障害があり,縫線核に病変の主座があると推測している。 

さらに,本症は生化学的な面からセロトニンの代謝異常 6)が指摘されている。また精神分

裂病の症状との類似性(自閉性)からドーパミンの異常も予想されている 6)。一方,ドーパ

ミン,セロトニンなどのモノアミンは内分泌系と密接な関係があり,成長ホルモン(GH),プ

ロラクチン(PRL),甲状腺刺激ホルモン(TSH)の分泌に関与しており,本症では GH,PRL,TSH

などの視床下部一下垂体ホルモンの分泌異常が考えられる。 

以上のことから,われわれは本症の本態,治療法の解明のために,5 例の自閉症児に対して

睡眠ポリグラムを記録し,同時にホルモン分泌リズム,TRH および LH-RH 負荷試験について

も経年的に検討したので報告する。 


